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胸部 レ線像による心臓計測値に関する研究

第2編

種 々な る条 件 下 の 間接 撮 影(6×6cm)に よる心 臓 計測 値 の変動 につ い て

岡山大学医学部第ー内科教室(主 任:小 坂淳夫教授)

額 田 要

〔昭和34年9月26日 受稿〕

緒 言

遠距離撮影による心臓計測値の検討及び諸家の成績

との比絞,並 びに間接.撮影(6×6cm)に よる心臓

計測値の検討は第1編 に於て既述した.又 体格による

両法の各計測値の変動についても述べた.遠 距離撮影

による年令,性,体 格即ち身長,体 重,胸 囲による変

動は外国に於ては勿論1)～5)又 我が国に於ても又種々

なる報告がなされている6)～13).そ れ等によるといつ

れも体格特に体重に比例して,心 臓計測値特に横径が

増減し,女 子は男子に比 し諸計測値が低い様である.

又本多13)は 年令が60才 以上になると計測値は却つて

減少すると述べている.然 し乍ら間接撮影の心臓陰影

の実測値が年令,性,体 格に,更 には血圧とどの様な

関係にあるかについては僅かに南14)等 の報 告 をみる

のみである.し かも彼等は横径についてのみ述べてい

る.即 ち横径は年令,胸 囲,体 重と比例するが身長,

血圧とは比例しないと述べている.著 者は第1編 に於

て,間 接撮影(6×6cm)に よる計 測 値が充分利用

価値があり,且,体 格によつて各測定値が変動す るこ

とを明かにした機会に,本 編において更に対象数を増

し,各 年 令層について検討を加え,更 に心 電 図 と心

肥大,特 に左室肥大の関係についても検討を加えた結

果興味ある成績 をえたので報告する.

実 験 方 法

間接撮影に使用した器械については第1編 と同様で

ある.

血圧は原則として,安 静仰臥後15分間の価をもつて

し(水 銀血圧計),左 右の腕血圧の平均をとつた.

心電計は福田エレク トロ総 販 売 株 式会社製FAC

-2型 交流式心電計を使用し,誘 導 は 標 準 肢誘導,

 Go1dbergerの 単 極肢誘導,及 び胸部6誘 導 を 行 な

つた.

検 査対象は,高 校 生男子162名,女 子136名,銀 行員

男子96名(20～30才 代),女 子52名(20才 代),警 察 官

162名(30～40代),一 般 住 民男子126名(40～50才 代)

女 子168名(40～50才 代)で ある.

心 臓の計測部位は第1編 に述べた如 くであ り,計 測

値は次の如 くな した.右 正 中径(Mr),左 正 中径(Ml),

横 径(Tr=Mr+Ml),下 横 間 隔(UQ'),上 横 間隔

(OQ),巾 径(Br=UQ'+OQ),基 底径(B),右 室 径

(rvl),左 室 径(1vl),弓 径(B-h)

以 上 に もとず き,全 対象 を身長,体 重,胸 囲別 に検

討 を加え,更 に心電図及び血圧 を測定,撮 影 し得 た例

に於 いて心臓計測値の検討 を加えた.

実 験 成 績

1) 身 長 別

a 高 校 生

第 一表 に示す如 く,男 子 に於 ては身長の増大 につれ

て, Trは1.99～2.23cm, Lは2.26～2.53cmで,こ の

標準偏差 σは0,023で あ る.女 子 に 於 てはTrは1.83

～2.05cm, Lは2.17～2.28cm,そ の 標準偏差 σは,

0.033で あ る.即 ち拡 大方 向はTrの 変化少 な く, Lに

その著 しい増大 を認め る. Mr対Mlの 比 は1対2,

 Tr対Lの 比 は1対1.1で あ る.

b 銀 行 員

第2表 に示す如 く,身 長の増大 につれ て,男 子 に於

てはTrは1.92～2.10cm, Lは2.21～2.44cm,そ

の 標準偏差 σ は0.032で あ り,女 子に於 てはTrは

1.85～1.91cm, Lは2.06～2.31cmで そ の標準 偏差

は0.038で あ つた.拡 大方 向, Mr対Ml比, Tr対

Lの 比 は高校 生の場合 と同様であ る.
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第1表　 高 校 生(男 子162名,女 子136名)身 長別

(計測単位Cm)

第2表　 銀 行 員(男 子96名,女 子52名)身 長別

(計測単位cm)

G) 警 察 官

第3表 に示す如 く,身 長 の 増 大 につれて, Trは

2.06～2.27cm, Lは2.37～2.75cmで あ り,拡 大方

向, Mr対M1の 比 は1対2.2, Tr対Lの 比は1対

1.1で あ つた.

d) 農 山 村の一般住民

第4表 に示 す如 く,身 長増大 につれて, Trは2.03

～2,19cm, Lは2.25～2.73cm,女 子 に於てはTrは

1.85～2.02cm, Lは2.16～2.45cmで あ っ た.拡 大

方 向は前三者 と同様 であ り,且Mr対Mlの 比 は1

対2, Tr対Lの 比 は1対1.1で あ つた.

以上 の成績 よ り各測定 値は年令 と共 に増大の傾 向が
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ある事は明白である.又 四者の内,警 察官の測定値が

最大である事は,そ の体格が優れた者の集団である事

に由る.又 身長の増大による心臓の拡大方向は遠距離

撮影法によるものと同じくTrの 増加は著明でなく,

 Lの 増加が著明である.又 女子は男子に比し,各 計測

値共,稍 々低値である.

第3表　 警 察 官(162名)身 長別

(計量単位cm)

第4表　 般 住 民(男 子126名,女 子168名)身 長別

(計測単位cm)

2) 体 重 別

a) 高 校 生

第5表 に示す如 く,体 重の増加につれて,男 子に於

てはTr1.84～2.34cmで その標準偏差 σは0.050,

 Lは2.28～2,63cmで その標準偏差 σは0.049,女 子 に

於 てはTrは1.93～2.14cmで その標準偏差 σは0,055

で あ る.体 重別にみ ると男女 ともTr, L .共に増大 を

示し, Mr対M1の 比 並びにTr対Lの 比 は身長別

の場 合 と同様 であつた.

b) 銀 行 員

第6表 に示す如 く,体 重の増加につれて,男 子に於

てTrは1.75～2.35cmで そ の標準偏差 σは0.068,

 Lは2.16～2.48cmで そ の標準偏差 σは0.123, Lは

1.88～2.24cmで そ の標準偏差 σは0.104で あ る.拡 大
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方 向その他については前者と同様である.

第5表　 高 校 生　 体重別

(計測単位cm)

第6表　 銀 行 員　 体重別

(計測単位cm)

c) 警 察 官

第7表 に示す如 く,体 重の増 加につれて,男 子 に於

てはTrは2.14～2.49cm, Lは2.64～2.71cmで あ

り, TrL共 に 増大 を認め たが, Trの 増 大が より著

明であつた. Mr対M1の 比, Tr対Lの 比 は身長

別の場合と同様であつた.

d) 農 山 村の一般 住民

第8表 に示す如 く,体 重の増加 につ れて,男 子に於

てはTrは1.97～2.32cm, Lは2.37～2.70cm,女

子 に於 てはTrは1.90～2.21cm, Lは2.25～2.48cm

で あ り,男 女共 にTr, Lの 増 大 を認めた.そ の他に
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ついては身長別の場合と同様である.以 上の成績 より

しても年令と共に各測定値の増大をみる事は明白であ

り,又 身長別の場合と同様の理由により,警 察官の測

定値が最大である.体 重別による心臓の拡大方向は,

 TrL共 に増大し,就 中, Trの 増大が著明であり,

女子は男子に比し各測定値は稍々低値である.

3) 胸 囲 別

a) 高 校 生

第9表 に示す如 く,胸 囲の増加につれて,男 子に於

てはTrは1.95～2.26cmで,そ の標準偏差 σは0.032,

 Lは2.32～2.53cmで あ り,女 子に於てはTrは1.88

～1.94cmで,そ の標 準偏差 σは0.040, Lは2.24～

2.34cmで あつた.心 臓の拡大はTrがLに 比 し著 明

に増 大 をみた.そ の他については身 長別の場合 と同様

であ る.

第7表　 警 察 官 体重別

(計測単価cm)

第8表　 一 般 住 民 体重別

(計測単位cm)

b) 銀 行 員

第10表 に 示す 如 く,胸 囲の増 加につれ,男 子に於て

はTrは1.92～2.38cmで そ の標準偏 差 σは0.138,
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第9表　 高 校 生　 胸囲別

(計測単位cm)

第10表　 銀 行 員　 胸囲別

(計測単位cm)

第11表　 警 察 官　 囲別

(計測単位cm)
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は2.16～2.48cmで あ り,女 子に於てはTrは1.85

～2.04cmで,そ の標準偏差 σは0.046, Lは2.05～2.14

cmで あ り,高 校 生の場 合 と同様 な傾 向を認め た.

C) 警 察 官

第11表 に 示す如 く,胸 囲の増加につれて, Trは1.94

～2.37cm, Lは2.31～2.63cmで あ り,身 長 別,体 重

別の場合と同様 な傾 向を認めた.

d) 農 山村の一般住民

第12表 に示 す如 く,胸 囲の増加につれて,男 子に於

てはTrは1.94～2.38cm, Lは2,32～2.72cm,女

子 に於てはTrは1.71～2.17cm, Lは2.13～2.36cm

で あつた.身 長別の場合 と同様な傾 向を認めた.

4) 血 圧 別

農 山村 に於 る40～50才 代 の男子で身長155～164cm,

体重55～64kgの も の100名,女 子では身長145～154

cm,体 重45～55k9の も の111名 に ついて,最 高(収

縮期)血 圧 を100～119mmHg, 120～149mmHg,

 150～179mmHg, 180～230mmHgの 四 群 に分 け,間

接撮影 によ る心臓計測値 との関係を検 討した.

第12表　 一 般 住 民　 胸囲別

(計測単位cm)

第13表　 血 圧 別(男 子)

(計測単位cm)

a) 男 子
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第14表　 血 圧 別(女 子)

(計測単位Cm)

第15表　 心 電 図 と 心 臓 計 測 値

(計測単位cm)

第13表 に示す如 く,最 高(収 縮期)血 圧の上昇 につ

れてTrは2.03～2.34cmと な り,そ の標準偏差 σは

0.119で あ り,血 圧の上昇に伴 いTr, L共 に増大 を認

めた.又MrとM1の 増 大特 にMlの 増大 が 著 明

に認められた.

b) 女 子

第14表 に示す如 く,最 高(収 縮期)血 圧の上昇につ

れてTrは1.90～2.14cmと なり,そ の標準偏差σ は
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0.102, Lは2.14～2.43cmと な り,そ の標準偏差 σは

0.14と な つた.血 圧の上昇 による測定値の上昇は,男

子 と同様の傾 向を認め た.

5) 心電 図に よる左心室肥大 との蘭係

心電図に よる左心室肥大 の 判 定 規 準は種 々あ るが

15)～22) ,繁 用 され且つ一番信頼 されてい るSokolow

の判 定規準15)に 従 い左心室 肥 大 を判定 した.そ の内

特 にSv1+Rv6≧4.0mVに よ り,他 を参考 として判

定 した.更 に現在我が国に 於 ては新谷21).及 び 教室

原岡22)に よ り報告 された 日本人に適 した判定 規 準 を

使用して検 討を試みた.

a) Sokdlow判 定 規準に よる左心室肥大 との関係

第13, 14, 15表 に 示す如 く,心 電図上左心室肥大を

示すものにMr, Ml, UQ', OQの 増 大に伴 うTr, L

特 にTrの 増 大 を著明 にみ とめた.

b) 新 谷及 び原岡の判定規準 に よる左室肥大 との関

係

新 谷及 び原 岡に よれば, Sokolow判 定 規準は 日本

人には大 き過 ぎ,特 に50才 以 上 に於ては,各 棘波が

減少を示す為 にその判定 規 準 も 低 くな ると述べてい

る.即 ち40才 以 上 でSv1+Rv6≧3.5mV, 50才 以 上

では, Sv1十Rv6≧2.8mVが 適 当であ る事 を 剖 検,

胸 部 レ線写真,心 電図 よ り検討報告 してい る.そ の判

定規準 によ ると,第15表 に 示す如 くであ り,各 年 令層

に於て心電図上左心室 肥 大を認め るもののTr, Lの

増 大は無 く,却 つて左心室肥大を認めない もの より,

そ の測定 値は小であ る.

考 按

間接撮 影によ る心疾患の発見乃至心臓計測値につい

てば, Mority23), Blasius24), Hirsch25), Thomp-

son & Jellen26)等 に より,そ の計測法 と共 に種 々論

述 されてい る.特 にMority, Thompson, Jellen等

は 換算恒数 によ り心臓計測値 を算定 して いる.我 が国

に於ても種 々の方法がな されてい る27) 28).著 者 はこ

れ等の方法 とは異な り,間 接撮 影の測定値がその まま

臨床上使用可 能か どうかについて検 討を加えて,第1

編 に於て充分その可能性のあ る事を論 じた.我 が国に

於けるかか る試みは未 だ少 く,僅 かに南等14)の 研 究報

告 をみ るのみであ る.然 し彼等も又Trに ついてのみ

論 じてい る.そ こで著 者は この間接撮 影( 6 × 6 cm)

に よ る心臓計測値が,性,年 令,体 格(身 長,体 重,

胸 囲)に よりどの様 に変化 す るかに検討 を加 えた.心

臓の大き さは心搏動,脈 搏数,血 液 量,呼 吸,体 位,

横 隔膜の位置,年 令,性 に より自か ら差 を生 じ身長,

体重,胸 廊の形状により著しく撮響を被むる事は明か

である.然 しその結果,遠 距離撮影法によるものと同

様に女子の心臓は男子のそれに比し一般に稍々小さい

様である.又 同性間に於てこれをみれば身長の大きい

程,又 体重の重い程心臓も大である.勿 論一般に身長

の大きい者には体重も又これに伴 う場合が多いが,こ

の両者は必ずしも平行しない.即 ち体重を標準とした

ものと比較観察すると,心 臓の大きさは体重即ち個人

の栄養と最もよく平行して消長を示している.即 ち心

臓の大きさは血液量に最も密接な関係があるが,体 重

の増加につれて総血量を平行的に増量する為,同 一身

長でも体重増加が大きい程血液量も多い筈で,こ の点

よりも心臓の大きさが身長より体重に比例する事が明

らかである.又 胸囲に於ても同様,胸 囲即ち胸廊の小

さいもの程心臓は小である.又 年令の増加につれて心

臓計測値ば増大するが,60才 以上になると梢々減少の

傾向を認める.こ の事は本多13)等 の成績 と一致する.

次に血圧により心臓計測値をみると,血 圧の高いもの

程左心室負荷の為にM1は 増大し,為 にMr対Mlの

比は1対2よ り1対2以 上となる.又Mlの 増大の為

Trの 増大がみられる.心 電図によりSokolowの 方

法で左心室肥大を判定すると,左 心室肥大のあるもの

に於ては明らかにMlの 増大に伴 うTrの 増大を認め

る.一 方 同一 対 象 につき新谷,原 岡の方法により左

心室肥大を検討すると,む しろ計 測 値 は 心電図上正

常と思われるものよりも小さい傾向を認めた.従 つて

Rodstein29),山 本30),新 谷,原 岡の述べる如 く,左

心室肥大の初期は胸部 レ線写真によるよりもむしろ心

電図の方が有力と思われ,こ れは左心室肥大は初期に

は求心性肥大か示す為に外ならない と思われる.

結 論

1) 間接撮影(6×6cm)に より心臓 各 部の計測

値を測定 し,女 子は男子に比し各測定値は稍々小であ

り,身 長,体 重との関係は身長の増加によるよりも体

重即ち栄養状態の良否によりTrが 増大を示した.又

胸囲別に観察すると,胸 囲の大きいもの程各測定値は

増大した.年 令別には年令の上昇につれて各計測値は

増大するが,60才 を過ぎると稍々計測値は小となる傾

向がある.

2) 血圧と間接撮影(6×6cm)に よる心 臓 計測

値との関係は,血 圧の上昇即ち特に左心室の負荷によ

り, Mlの 増大によるTrの 増大をみとめた.

3) 心電図上左心室肥大をみるものと間接撮影(6

×6 cm)に よる心臓計測値との関係は, Soko1owの 判

定規準により左心室 肥大を判定すると,明 らかにMl
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の増大に伴うTrの 増大を見る.更 に之を日本人に合

致した判定境準によると,心 電図上左心室肥大をみる

ものの心臓計測値は増大をみなかつた.従 つで肥大の

初期には求心性肥大 を示すという事実乃至左心室肥大

の初期は心電図の方がより有力であるとい う事実に一

致する.

(本編の一部は昭和34年7月 第2回 中.四 国循環器

学会で口述した.)

擱筆するにあたり終始御指導,御 校閲を辱うした小

坂教授に厚 く感謝の意を表すると共に,御 便宜を与え

られた岡山保健所長,伊 達富久博士に深謝の意を表す

る.
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Studies on Cardiac Measurements by Means of•@ Chest Roentgenogram

Chapter 2. Alternation of the FluorographicMeasurements in

Various Conditions.

By

Kaname Nukada

The First Department of Internal Medicine, Okayama University

Medical School. (Chief: Prof. Dr. Kiyowo Kosaka)

1. On measuring the details of the heart in the fluorograms it was noted that the cardiac 

measurements were somewhat decreased in females. The transverse diameters were increased 

in parallel with weight or nourished condition rather than stature. The cardiac measurements 

were increased in proportion to the increase of the girth of the chest. Also they were 

increased as getting older in age, but a tendency of slight decrease was noted in those of 

over 60 years.

2. Increased M1 was observed in the cases who had hypertension or over loaded left

•@ventricles.

3. Judging from Sokolow's criterion about left ventricular hypertrophy, a definite in

crease in Tr, on account of increased Ml, was observed in the fluorographic cardiac 

measurements of the cases with left ventricular hypertrophy patterns in the electro

cardiograms. According to other criterion adjusted for Japanese, no increased cardiac 

measurements were noted in the cases with left ventricular hypertrophy electrocardiogra

phically. In consequence, the above indicated the fact that in early stages of the 

left ventricular hylertrophy they were concentric in nature and that in these stages 

electrocardiograms had more diagnostic value in comparison with the fluorographic cardiac 

measurements.


